
 

 

 

 

 

 

 

２０２０年９月２８日 

 

日本内部監査協会「会長賞」を受賞 
 

 ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社（取締役社長 グループＣＥＯ： 

原 典之、以下「当社」）は、一般社団法人日本内部監査協会（会長：伏屋 和彦、以下「日本内部監査協会」）

より第３４回会長賞（内部監査優秀実践賞）を受賞しました。なお、持株会社形態としての受賞は当社が

初めてとなります。 

当社は、これからも内部監査機能を積極的に活用し、当社グループ全体のガバナンスを高め、グループ 

の持続的成長と企業価値向上を図っていきます。 
 

 

１．日本内部監査協会について 

日本内部監査協会は、内部監査に関する研究や内部監査人の専門的能力の向上の推進等を通じて、我が 

国産業、経済の健全な発展に資することを目的として設立された一般社団法人です。内部監査人の国際 

的専門職業団体であるＩＩＡ（The Institute of Internal Auditors）の日本代表機関「IIA-Japan」と 

しての役割も担っています。 

  

２．会長賞（内部監査優秀実践賞）」について 

日本内部監査協会の創立３０周年を記念して１９８７年に制定された賞で今回が第３４回となります。 

会員の中から、内部監査が制度的に充実し、かつ長期にわたり内部監査活動が継続して積極的に行われ、

成果をあげ、内部監査の普及・発展に貢献している企業・経営組織体を表彰するとされています。 

本日よりオンライン開催中の第５４回内部監査推進全国大会「激動期の内部監査―新型コロナウイルス 

を乗り越えて ～ Progress Through Sharing ～」において、今年度の授賞の発表がありました。 

 

３．今回の受賞について 

今回の受賞は、当社が、持株会社としてグループ管理のために内部監査が重要な機能を有するとの認識 

の下、グループ全体の内部監査に関する基本的な考え方や整備すべき態勢を定め、グループ各社がこれ

に沿って態勢を構築していること、監査部の取締役会直属により内部監査機能を活用し、また、社外取

締役と監査部とのコミュニケーションを深めていること、グループの内部監査部門全体の高度化に向け、

中期的な計画を定めて取り組んでいることなどが、審査委員会（委員長：檜田 信男）により高く評価さ

れたものです。 

なお、全国大会の主旨も踏まえ、副賞の賞金は新型コロナウイルス感染症対策に取り組む団体に寄付い 

たします。 

以 上 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社について 

ＭＳ＆ＡＤホールディングスは、三井住友海上火災保険株式会社、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社などのグループ

保険会社を有する保険持株会社です。グローバル市場での業界トップ水準の保険・金融サービス事業を通じて、安心と安全

を提供し、「活力ある社会の発展と地球の健やかな未来」を実現する価値創造企業として、世界 50の国・地域で事業展開し

ています。未来のあるべき姿を目指し、ステークホルダーの皆さまと、社会的な価値の共創に取り組んでいます。 

www.ms-ad-hd.com 
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